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We have successfully synthesized a novel chiral dicarboxylate phase-transfer catalyst from 

a readily available chiral diamine and a bromine-containing phthalic anhydride in one step. The 

obtained catalyst is found to enable highly enantioselective fluorinative dearomatization of 

phenols with Selectfluor. 
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フッ素置換基を持つ有機化合物は独特な性質を持ち、生理活性物質や液晶材料など

での利用が注目されている。しかし、天然に存在する有機フッ素化合物は極めて少な

く、有機合成によるフッ素導入が必要である。そのため、様々な骨格をもつ含フッ素

化合物の合成法の開発は重要な課題である。 

フェノール類のエナンチオ選択的脱芳香族化反応は、得られる生成物が有用なキラ

ルビルディングブロックとなる、およびキラル四置換炭素の構築が可能である、とい

う特徴を持ち、複雑な構造を持つ天然物や機能性物質合成への利用価値が高い。しか

し、脱芳香族的不斉フッ素化の例はわずか２例に限られている[1,2]。本研究では、脱芳

香族的不斉フッ素化反応に有効な新規不斉触媒の開発と反応条件の探索を行った。 

新規触媒としてキラルアニオン型ジカルボキシレート相間移動触媒 1 を合成した。

1は入手容易なキラルジアミンとテトラブロモフタル酸無水物とから一段階で合成で

きる。触媒 1と塩基の存在下、フェノール 2と Selectfluor とをトルエン中、室温で反

応させたところ、目的の脱芳香族的フッ素化反応が進行し、対応する生成物 3が良好

な収率かつ高いエナンチオ選択性で得られた。発表では基質の適用範囲を報告する。 
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